
第８回川ごみサミット 

== 川で拾ったごみの行方を考える == 
 

日時：2023 年 1 月 28 日(土) 13:00～16:00 

会場：全水道会館、オンライン 

 

□プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□主 催：全国川ごみネットワーク 
□協 賛 ：一般社団法人プラスチック循環利用協会 

□協 力 ：株式会社 ATSURAELU 

□後 援 ：国土交通省 

 

 
公益財団法人河川財団による 

河川基金の助成を受けています。 
 

〇13:00 開会挨拶・趣旨説明    全国川ごみネットワーク 代表理事     金子博 

〇13:15 <第１部>ごみ処理のどこが問題なのか 

① 市民団体から  多摩川とびはぜ倶楽部       岡本浩子氏 

      NPO 法人遠賀川流域住民の会      原口公子氏 

   

     ② 自治体の取組  長野県下諏訪町住民環境課 生活環境係 山田英幸氏 

        三重県鳥羽市環境課 環境保全係    山口朱成氏 

  

       ③ 国土交通省の取組  国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 

         水環境管理係長 寺石杏映氏 

  

④ 河川管理者の取組  関東地方整備局 京浜河川事務所 

       副所長 藤枝達也氏 

      九州地方整備局 遠賀川河川事務所 

       河口堰管理支所長 江上綾子氏 

⑤ 海岸漂着物対策について 

      環境省 水・大気環境局 水環境課  

海洋環境室 室長補佐 小林豪氏 

   （14:35～  ～休憩～） 

  〇14:45 <第 2 部>どのような制度・政策、工夫が必要なのか 

～参加者も加わり自由に発言 

（進行：全国川ごみネットワーク理事 近藤朗） 

 

〇15:45 まとめ 

〇15:55 閉会 主催者挨拶    全国川ごみネットワーク 副代表理事 佐山公一 



 
□意見交換のルール 
 

 

 

 

 

みずとみどり研究会提唱 1993 

3 つの原則・7 つのルール 

 

3 つの原則 7 つのルール 

自由な発言 
参加者の見解は、所属団体の公的見解としない 

特定の個人や団体のつるし上げは行わない 

徹底した議論 
議論はフェアプレイの精神で行う 

議論を進めるにあたっては、実証的なデータを尊重する 

合意の形成 

問題の所在を明確にした上で、合意形成をめざす 

現在係争中の問題は、客観的な立場で事例として扱う 

プログラムづくりにあたっては、長期的に取り組むものと短期的に 

取り組むものを区分し、実現可能な提言をめざす 

自由な発言 ； 自由な発言を最大限尊重する 

徹底した議論 ； 安易な妥協は求めず、徹底した議論から相互信頼の土壌をつくる 

合意の形成 ； 合意に基づく実効性のあるプランづくりをめざす 


